
大和村の
奄美群島国立公園

2018年大和村ふるさとカレンダー

一目でわかる

写真協力 奄美自然体験活動推進協議会動植物は持ち帰らず、その場で見て楽しみましょう。

湯湾岳ボードウォーク



　東シナ海に突き出た岬で、一面がリュウキュウチクに覆われている。強い海風を受け

るため膝丈までしか伸びず、草原のような景観が特徴。見渡す限りの水平線と高低差の

あるダイナミックな地形を楽しむことができる。国直集落から歩いて20分ほどで到着。

大河ドラマ「西
せ ご

郷どん」の撮影が行われた。

宮古崎 （奄美群島国立公園 第３種特別地域）

タイワンヤマツツジ
宮古崎は、かつてツツジの名所として知られていたが盗掘
が相次ぎ激減。現在では再生のために植樹が行われている。
大和村の村花。

大和浜の群
ぼれぐら

倉
島内唯一の伝統的高床式穀物庫群で県指定文化財。茅葺に
はリュウキュウチクが使われる。教育委員会が中心となり
茅場の育成に取り組んでいる。

リュウキュウウマノスズクサ
奄美大島以南の琉球列島固有種。サクソフォンのような形
をした花を冬につけ、宮古崎の展望台付近でも見られる。





マテリヤの滝 （奄美群島国立公園 第 1 種特別地域）
　国内で2番目の規模を誇るマングローブ林の主水系で、多種多様な動植物が観察でき

る。琉球王朝統治期から旅路の中継地として利用され、旅人や飛脚はこの滝で疲れを癒

したという。マティダヌコモリという太陽の滝つぼを意味する島口がその名の由来。真

上から太陽がふりそそぐ正午頃には、うっそうと茂る木々の中で名前のとおり滝つぼが

美しく輝く。

アマミトゲオトンボ
奄美群島で唯一の固有種。奄美大島、加計呂麻島、請島、
与路島、徳之島の河川源流部などに生息。夏のマテリヤの
滝はこの他にもトンボが飛び交い、幻想的な雰囲気だ。

アマミセイシカ
奄美固有のツツジの仲間。森の中の渓流沿いに自生し春に
可憐な花をつける。

オーストンオオアカゲラ
国の天然記念物で奄美大島固有のキツツキの一種。春先の森
には、高速で木をたたく「タラララララ」というドラミン
グの音が響き渡る。





奄美群島最高峰（694m）の湯湾岳（奄美岳とも呼ばれる）は、雲霧林で霧に包まれる

ことが多く、頂上から麓にかけて生育する植物が異なる。奄美の森の木々はスダジイが

半数を占め、その実はアマミノクロウサギやケナガネズミ、イノシシなど多くの生き物

を育む。奄美大島開
かいびゃく

闢の祖である二柱の神が降り立ったところとしても崇められている。

湯湾岳 （奄美群島国立公園 特別保護地区）

アマミノクロウサギ

国の特別天然記念物。奄美大島、徳之島にのみ生息。耳が
短く、がっしりとした四肢で巣穴を掘る。太古の姿を残す
原始的なウサギ。

スダジイの花
春に開花し、11 月頃に実をつける。シイの実は多くの動物
の食料となり、生態系を支えている。

ケナガネズミ
国の天然記念物。奄美大島、徳之島、沖縄北部にのみ生息し、
主に樹上で生活する。体長 25cmほどで、日本のネズミで
一番大きい。尻尾は体より長く、先が白い。方言名はドジロ。





　美しい弧を描く海岸線に沿ってアダンが群生し、背後にはソテツがそびえ、自然の

ままの浜辺の風景が残されている。天然記念物のオカヤドカリが多く生息するほか、

ウミガメが産卵に訪れることでも有名。また海岸の堆積物が固まりできた板状の石灰

質砂礫岩であるビーチロックが発達している。

ヒエン浜 （奄美群島国立公園 第 3 種特別地域）

オカヤドカリ
国の天然記念物。熟れたアダンの実が好物。夏の満月の夜
に集団で産卵を行う。

アダン
トカラ列島以南に分布し、海岸沿いに群落を作り、自然の防波
堤の役割を果たす。夏場にパイナップルのような実をつける。

ビーチロック
潮が引くとでこぼこしたビーチロックが現れる。潮溜まり
で魚や貝、サンゴなどが観察できる。





今里立神 （奄美群島国立公園 第 2 種特別地域）
海岸から400メートルの沖合いに浮かぶ海抜62メートルの小さな島。今里集落の

守り神としてあがめられてきた。琉球王政時代から続くノロ神信仰では、海からやっ

てくる神が降り立つ島とされ信仰の対象となっている。自然と一体となった島の文

化を示す景観として、国立公園に指定。現存するノロ神の祭具や衣装などは琉球王

朝時代のものと推定され、当時を知る貴重な資料である。

昭和53年のノロ神祭事
神様を見送る祭事（オーホリ）の様子。長い間、女性だけ
で受け継いできたノロ神信仰だが、後継者不在のため風前
の灯となっている。

リュウキュウアサギマダラ
枝にぶらさがって集団越冬する。蝶（方言名ハベラ）は、
霊を運び、ノロの霊力を高めると信じられていた。ノロ神
の背飾り（玉ハベラ）は蝶の形を模している。

龍
りゅうしゅうどぎん

繍胴衣
迫力のある龍が精巧に刺繍されているノロ神の衣装。琉球
王朝から与えられたと考えられ、ノロ神の地位の高さを伺
い知ることができる。





　奄美群島最高峰・湯湾岳のふもとの福元盆地に位置し、川や滝で遊びながら亜熱帯

の自然を体験学習できる森林公園。キャンプサイトやバンガローの宿泊施設があり、鳥

のさえずりで目が覚める。およそ1000本あるヒカンザクラの開花時期にはウォーキ

ング大会が開催され、村内外からの多くの人でにぎわう。

奄美フォレストポリス （奄美群島国立公園 第 2 種特別地域）

チャノキの花

福元盆地は、新田開発の功績で奄美初の鄕士格となった田
畑佐文仁により江戸時代中期に開拓。その後水田や茶畑と
して利用されてきた。今でもチャノキが残されている。

ハネナガチョウトンボ
台湾、ベトナムに分布するが、日本では大和村の一部の池
にのみ生息する。飛来してきたものなのか、在来種なのか
研究が進められている。

オオトラツグミ
奄美大島にのみ生息する国の天然記念物。明け方に「キョ
ロローン」とさえずる。奄美フォレストポリス周辺にも生
息する。





　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク

アマミヤマシギ

ア
マ
ミ
イ
シ
カ

ワ
ガ
エル

　　　　　　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

ア
マ
ミ
ノ
コ
ギ

リ
ク
ワガタ

　 　　　　ヒメハブ

　
　　　　　　　リュ

ウ

キ
ュ
ウ
ア
オ
ヘ

ビ

　　　　　

夜の森はいきものの王国
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昼間とは違った印象を与える夜の森。姿は見えなくても、鳴き声

や物音で、多くの生き物がうごめいているのが感じられる。
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大和村
〒 894-3192 鹿児島県大島郡大和村大和浜 100 番地

TEL(0997)57-2111　FAX(0997)57-2161

http://www.vill.yamato.lg.jp/
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